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地球温暖化で生息域を狭められているホッキョクグマた
ち。何を囁きあっているのでしょうか。ぺんてるは地球環
境の保全に貢献するメーカーでありたいと願っています。

北極はどこまでも静けさに包まれている。ポーラーベアたち
も声を出さずにコミュニケーションする。はっはっと互いに呼
吸を交わして共に感じ合う瞬間。

息を合わせる
  In the moment,together

撮影　リサ・ヴォート Lisa Vogt
写真集「White Gift ─ホワイトギフト」（木耳社）より
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吉川工場では、主にシャープペンシルの替芯を製造しています。

替芯は高温での焼入れ作業が必要なため、消費電力を大幅に削減

することは非常に困難ですが、社員が知恵を出しあい、一つ一つ

の改善を行っていきたいと思います。

吉川工場 企画室 特注 OEM 担当
片山 信吉

草加工場には、中央研究所や電子機器事業部・OEM事業部・機設

部があり、電子機器や機械の開発・製造も行っています。省エネ・省

資源の推進だけでなく、環境教育も行い、地域社会と共生できる地球

にやさしい工場をめざしています。 草加工場 中央研究所 企画管理室
室長　宇佐美 秀幸

Voice of"Spirit Of Wonder"

環境マネジメント体制

　ぺんてるの環境マネジメント体制は、右の項目
を主体にPDCAサイクルを基本とした全社的な取
り組みを実施しています。

■ ISO14001  マネジメントシステム
　ぺんてるは、ISO14001マネジメントシステム
の確実な実行のために、ISO14001を取得した各
工場の環境管理責任者が中心となり、技術、運用、
システムの面から、マネジメントシステムの円滑
な実施とさらなる改善を進めています。

■ QCサークルによるボトムアップ
　ぺんてるは、トップダウンによる取り組みだけ
でなく、QCサークル活動において環境提案やポス
ターコンクール、環境標語の制作やリサイクルバ
ザーを実施するなど、社員一人ひとりが参加する
ボトムアップの活動を計画、実行しています。

1.「ISO14001マネジメントシステム」の確
実な実行

2.「TQM（総合的品質管理）」活動の一環と
して実施

3.「QCサークル活動」（工場部門）での全員
参加

全社環境
委員会

対応計画の
策定

P.

改善状況確認
C.

推進活動
D.

指摘事項の
改善

A.

環境マネジメントのPDCAサイクル

環境マネジメントシステム（EMS：

Environmental Management 

System）に関する規格として

1996年に制定されました。環境

マネジメントシステムとは、製品・

サービス等について、環境に与え

る負荷を継続的に低減・防止して

いくための仕組みを、企業の中に

構築するのためのマネジメントシ

ステムです。

※　ISO14001

ISO14001管理体制

技 術

運 用 システム

ISO14001認証取得状況

1998年 吉川工場
1999年 茨城工場
2000年 草加工場 
2001年 アメリカ ロサンゼルス工場
2002年 台湾 台北工場
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環 境 保 全 活 動 への取り組み

ゼロエミッション

■ 国内工場の活動
　草加工場では、2008年度も100％達成してお
り、2005年度より連続してゼロエミッションを達
成しています。
　吉川工場では、2008年度は1%未達成でしたが、
ワーキンググループでリサイクル化の検討を行っ
ています。
　茨城工場では、2008年度はわずか0.3%未達成
でしたが、現在唯一埋立て処理となっている物質
を使用している商品の素材変更などを検討し、ゼ
ロエミッション達成に向けて取り組みを推進して
います。

　ぺんてるは、ゼロエミッション※1 をめざし、廃棄
物の削減とリサイクルを推進し、下記のことを中
心に取り組んでいます。

生ゴミ処理装置

廃棄物の分別収集

　ぺんてるは、省資源・省エネルギーを推進して
います。
　オフィスでは、クールビズへの参加、裏紙利用な
どによる紙使用量の削減、消灯運動・室内温度適
正管理に取り組んでいます。
　国内3工場では、消費電力の少ない製造設備の調
達・切り替え、製造工程の見直し・効率化による
消費電力の削減、製造設備の冷却水の循環による
水の消費量の削減に取り組んでいます。2008年
度は、草加工場では使用電力の再検討、成形冷却水
のリサイクル化に取り組みました。吉川工場では
蒸気配管の見直し・修繕、替芯乾燥枠の改善など
に取り組みました。茨城工場では省エネルギーと
効率化のためにコンプレッサーの統合を進め、エ
アコン室外機には省電力装置「エネカット」を取
り付け消費電力の削減に努めました。

　また、国内3工場はそれぞれ事業所の目標に合
わせた環境スローガンを制定し、省資源、省エネル
ギーをはじめとした環境問題に対し、全社員で意
識的に取り組んでいます。さらに、日常的に行え
るエコロジーな活動リストが掲載された「グリー
ン活動カード」を国内3工場とも全社員が携帯し
ており、一人ひとりが日常的な業務の中でも、省資
源・省エネルギー活動を実践しています。

省資源・省エネルギーの推進

省電力装置「エネカット」を取り付けた室外機

・廃棄物の分別収集

・プラスチック廃棄物の高炉減量化リサイクル

・生ゴミのコンポスト処理

・産業廃棄物のセメント原料化リサイクル

・廃蛍光管のリサイクル

ゼロエミッションへの取り組み

環 境
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環境を汚染することのない生産工

程を用いたり、異業種産業（企業）

の連携によって廃棄物を再利用し

たりすることで、社会全体での廃

棄物排出がゼロになるシステムを

構築する、またはその構築をめざ

すことです。

※ 1　ゼロエミッション

ドイツ語の造語で、語源はギリシ

ア語のbio（いのち）とtopos（場

所）です。生物群集の生息空間を

示し、ここでは自然との共存を目

的とした「復元された野生生物の

生息空間」を意味します。

※ 2　ビオトープ

環境会計とは、企業等が、持続可

能な発展を目指して、社会との良

好な関係を保ちつつ、環境保全へ

の取組を効率的かつ効果的に推進

していくことを目的として、事業

活動における環境保全のためのコ

ストとその活動により得られた効

果を認識し、可能な限り定量的（貨

幣単位又は物量単位）に測定し伝

達する仕組みです。

ここでは電力、水道等の主要エネ

ルギーの削減について表わしてい

ます。

※ 3　環境会計

環境保全活動

環境パフォーマンス管理

　ぺんてるは、国内の3工場、海外2工場において
ISO14001を取得し、各工場において独自の環境
保全活動に取り組んでいます。特に、工場の諸活
動から発生する環境影響負荷を低減するため、水
質汚濁の予防、使用物質の代替などを行っていま
す。また、工場および周辺の環境改善のため、工場
内の緑地率を上げる緑化計画を推進しています。

■ 工場排水によるホタル育成
　茨城工場では、1964年の稼動開始以来、工場排
水が流入する霞ヶ浦の水環境保全のための工場排
水浄化に取り組み、浄化した工場排水による魚類の
飼育を続けてきました。2008年、水環境保全の進
化をめざし、排水浄化設備を更新させ、工場内に設
置したビオトープ ※2 にてホタルの育成に取り組み
ました。地元の自然保護団体などのご協力のもと、
2009年6月、ホタルは無事に羽化。茨城工場の排
水が清流に棲むホタルが生息できるまでに浄化さ
れていることを実証しました。

　ぺんてるは、電力使用料、水道使用料、リサイク
ル量、廃棄量、環境会計※3 についてのパフォーマン
スを管理し、これらの項目全体の改善に取り組ん
でいます。

ビオトープ

茨城工場内で羽化したホタル

電気使用料
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のさらなる活用を推進するとともに、カーボン
フットプリント制度への対応に向け、排出量算出
の準備を進め、現在は、お取引先である大手販売店
などから要望の高かった主要商品について、実際
のCO₂ 排出量の算定に取り組んでいます。

地 球 温 暖 化 防止への取り組み

技術力や環境教育を通じ、
地球温暖化防止へ貢献します
ぺんてるは、原材料調達から製造、廃棄までのライフサイクルアセスメントにおける温室効果ガス排出量の削
減、カーボンフットプリント、カーボンオフセットへの取り組みを進めるとともに、環境教育を通じ、子どもた
ちの地球温暖化への関心を高めることで、地球温暖化防止へ貢献しています。

地球温暖化防止

　ぺんてるは、地球環境に配慮する取り組みの一
環として、温室効果ガスの削減に努力し、またカー

■ カーボンフットプリント
　ぺんてるは、2009年に経済産業省によって策定
された、商品・サービスのライフサイクル全般（原
材料調達から廃棄・リサイクルまで）で排出され
る温室効果ガスをCO₂ に換算し、商品に簡易な方
法でわかりやすく表示する「カーボンフットプリ
ント制度」の対応に向け、取り組みを進めています。
　ぺんてるは、現在、再生材を活用した商品を数多
く製造しています（詳細はP27）。その中の調査で、
バージン材と再生材の違いは調達段階にあるとい
われています。新たに石油製品を作りだすバージ
ン材に比べ、再生材はその素材の調達段階におけ
るCO₂ 排出量が大幅に減少します。
　これらの調査結果を踏まえ、ぺんてるは再生材

■ カーボンオフセット
　ぺんてるは、発生したCO₂ の量を何らかの方法
で相殺し、CO₂ 排出量を実質ゼロに近づけるとい
うカーボンオフセットについて、ぺんてるらしい
CO₂ 削減プランの検討を重ねています。また、現
在は工場敷地内で、CO₂ 吸収率が高いとされる樹
木の植樹を進めています。

排
出

CO2
吸
収

投資

■ CO₂排出量削減
　ぺんてるは、部分消灯や昼休み消灯を徹底し、
CO₂ 排出量抑制に取り組んでいます。また、国内
3工場では上記だけでなく、2010年度でのCO₂ 排

出削減目標（2006年度対比、原単位）を定め、各工
場においてCO₂ 排出削減のための取り組みを行う
など、全社一体となった取り組みを進めています。

■ クールビズヘの参加
　ぺんてるは、2007年夏よりクールビズに参加し
ています。オフィスでは空調設定を28度に、ネク

タイ着用をなくすなど、体感温度を下げる取り組
みを行い、温暖化防止へ貢献しています。

原料調達 消費

廃棄リサイクル

販売製造

再生材

ライフサイクルアセスメント

ボンオフセットに投資するなど地球温暖化防止活
動を推進しています。

環 境
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http://www.pentel.co.jp/sogo-gakushu/WEB

絶滅の危機にある野生生物の保護

や地球全体の自然環境保全に取

り組んでいる団体。ぺんてるは

WWFマークをつけたぺんてるく

れよんなどの製品を通じて応援・

協賛し、対象商品の売上の一部を

自然保護活動に還元しています。

※1　世界自然保護基金
　　 （WWF）

環境教育
プログラムを
使用した授業

環境教育プログラム

　ぺんてるは、「社業を通じて国家社会への貢
献」の一環として、環境・社会活動と次世代育成
活動が連携した小学生を対象とした環境教育プ
ログラムに取り組んでいます。世界自然保護基金

（WWF）※1 の協力のもと、地球温暖化をテーマに
した小学4〜6年生の「総合的な学習の時間」向
けの教材『ホッキョクグマが泣いている…』を作
成し、2006年4月より無料配布をしています※2 。
また、2008年には英語版を作成、配布し、全世界
に向けてぺんてるのメッセージを発信しました。

■ 『ホッキョクグマが泣いている…』
　この教材は、子どもたちもよく知っているホッ
キョクグマに焦点をあてることで、温暖化の深刻
さをより身近にとらえさせ、それを防ぐ方法を考
え、実践していくという構成を特徴としています。
教材には「児童用」と「教師用」があり、地球環
境の保護と温暖化防止を“子どもたちの身近な出
来事”としてとらえられるような学習が、5時間に
わたって展開できるようになっています。
　現在、教材は全国の小学校・学年・学級を単位

総合学習教材『ホッキョクグマが泣いている…』

WWFジャパン 樋口 隆昌 事務局長（左）と
ぺんてる株式会社社長 堀江 圭馬（右）

『ホッキョクグマが泣いている…』事務局
TEL/FAX : 03-3505-8323

国内
海外

児童用 教師用 配布ヵ所

2006 31,333 1,957 279 ー

2007 4,990 299 73 ー

2008 13,747 5,428 79 約3,000

総数 58,464 8,320 497 約3,000

※2　 『ホッキョクグマが
  　　   泣いている…』
  　　   配布数

（冊）

に無料配布しており、電話またはFAXで申し込み
を受け付けています。

■ ＷＷＦジャパンから感謝状
　ぺんてるは、2008年9月にプラネット・ドゥ・
メール・デビューキャンペーン、2009年1月より

「ぱんだとしろくま」キャンペーンを実施し、対象
商品の売上の一部をWWFが展開する地球温暖化
防止プログラムを支援するため寄付しました。
　主旨にご賛同いただいたお客様の篤い志とし
て、合 計4,755,110円 を 寄 付 し、2009年7月、
WWFジャパン（財団法人世界自然保護基金ジャ
パン）より、感謝状を贈られました。

ぺんてるコーポレートレポート 2009 26



環 境に配 慮した商 品 開 発

全商品の環境負荷低減、
リサイコロジー化をめざします
ぺんてるは、1991年より人と地球にやさしい環境配慮商品の開発に着手し、現在では環境への負荷の少ない
商品が国内売上の約50％を占めています。また、リサイクル素材を使った商品を開発・生産販売し、同時にリ
デュース・リユースの視点に立った活動を推進しています。

商品開発の方針

■ リサイコロジーマーク
　ぺんてるは、環境問題に積極的に取り組むとい
う企業方針のもと、より多くの廃棄素材を有効に
再利用するため、部品ごとにさまざまな再生材を
活用しています。製品の特質上、また安全性を確
保するために、エコマークの認定基準（再生材を
70%以上使用）をどうしても満たせない商品に
ついても、可能な限り再生材の利用を推進してい
ます。
　ぺんてるは、そのような再生材を活用した商品
に対し、独自に「リサイコロジーマーク」を制定し、
2006年から全世界のぺんてるの共通マークとし
て使用しています。また、キャップ安全性ISO規
格、欧州玩具安全基準に準拠し、人と地球にやさし
いぺんてるのブランドとして展開しています。
　総売上に対するリサイコロジー商品売上比率は
年々増加しており、今後は海外向け商品のリサイ
コロジー化にも積極的に取り組んでいきます。

　ぺんてるは、CE基準に合致した安全性と機能性
を求めるだけでなく、環境に配慮した商品開発を
行っています。
　プラスチックや紙の再生材を使用することはも
ちろん、インキの詰め替えやカートリッジ・リフィ
ルを交換することで、ゴミの減量化、環境への負荷
を低減できる長寿命製品を増やします。また、廃
棄物の削減と化学物質管理（PRTR制度※1 対応、
RoHS指令対応）のため、重金属や環境影響化学物
質を削減し、包装材には環境ホルモン成分（フタ
レート系）を含まない材料に変更を進めています。

■ 商品開発の概念図

リサイクル

環境への
負荷が
少ない商品

プラスチックや紙のリサイクル
素材を使った商品の開発

クリーン
● 廃棄物の削減

● 化学物質管理
   （PRTR法への対応、
    RoHS指令への対応）

インキを詰め替えたり
カートリッジ・リフィルを交換
することなどで、長期使用する

長期利用

リサイコロジーマーク商品比率
（総売上に対するリサイコロジーマーク商品売上）
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国などの公的機関、事業者、消費

者のそれぞれが、環境物品などを

調達（購入）することにより、“環

境にやさしい”いわゆる「環境

保全型社会」を作ることを目的

とした法律です。

※3　グリーン購入法

グリーン購入の取り組みを促進

するために1996年2月に設立さ

れた企業・行政・消費者の緩や

かなネットワークで、環境に配慮

した商品のデータベース（エコ

商品ねっと）を公開しています。

※2　GPN（グリーン
　　  購入ネットワーク）

PRTR（Pollutant Release 

and Transfer Register：化学

物質排出移動量届出制度）は、有

害性のある多種多様な化学物質

が、どのような発生源から、どれ

くらい環境中に排出されたか、

あるいは廃棄物に含まれて事業

所の外に運び出されたかという

データを把握、集計し、公表する

仕組みです。日本では1999年、

「特定化学物質の環境への排出量

の把握等及び管理の改善の促進

に関する法律」（化管法）により

制度化されました。

※1　PRTR制度

リデュース・リユースへの取り組み

■ リデュース
　自動車部品などのマーキングに使われているペ
イントマーカーは、従来、本体にアルミ、攪拌体に
鋼鉄ボール、そのほかに樹脂の複合素材を使用し
ていました。そのため、廃棄物の分別を行う企業
では、素材ごとに分解する作業を効率化する必要
がありました。そこでぺんてるは、金属部品を使
わず、プラスチックゴミとしてそのまま廃棄でき
る「樹脂部品だけのペイントマーカー」を開発し
ました。開発にあたっては、「認定基準をクリア
する」、「RoHS指令の基準をクリアしたインキを
使用する」、「インキに含まれる有機溶剤による劣
化を防ぐ」という3つの課題に取り組み、「有機溶
剤に劣化しない材料は金属だけ」という常識を打
ち破りました。

■ リユース
　分別不要の商品を開発するだけでなく、使い終
えてインキのなくなったペン本体を回収し、再度
インキを補充して再利用する取り組みを大手自動
車メーカーＴ社と共同で実施し、今後もさらなる
技術力アップを図っています。

再製品化の流れ

ぺ
ん
て
る

Ｔ
　
社

納
品
業
者

洗浄
インキ充填

再製品化 など

納
品

回
収

納
品

回
収

● 材質
前軸・ペン先ホルダー	：	再生PBT
キャップ、攪拌体	 ：	再生POM
ペン先	 ：	アクリル繊維
バネ弁	 ：	POM

（写真はMMP20中字）

キ
ャ
ッ
プ

再
生
Ｐ
Ｏ
Ｍ

攪
拌
体

再
生
Ｐ
Ｏ
Ｍ

軸Ｐ
Ａ

バ
ネ
弁

Ｐ
Ｏ
Ｍ

前 

軸

再
生
Ｐ
Ｂ
Ｔ

ペ
ン
先
ホ
ル
ダ
ー

再
生
Ｐ
Ｂ
Ｔ

ペ
ン
先

ア
ク
リ
ル
繊
維

※3※2

● リサイクル

製品化されたものを再資源化し、

新たな製品などの原料として利用

することです。

● リユース

一度使用された製品をそのまま、

もしくは製品のある部分をそのま

ま利用することです。

● リデュース

環境負荷や廃棄物の発生を抑制す

るために、無駄・非効率的・必要

以上の消費・生産を抑制あるいは

行わないことです。製品の寿命を

極力延ばすことや、部分的に交換

するだけで継続使用できるように

作ることも、リデュースです。

3R
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ボールペン
.eボール 78%

再生材
使用率

環 境 対応商品

リサイコロジー商品

替芯
ハイポリマー アイン 82%

再生材
使用率

折れにくく、濃くなめらか。ぺんてる独自の製法によるな
めらか成分配合。芯にさわらず、ダイレクト補充。持ちや
すいカーブフォルムのケースデザイン。

油性ボールペン。従来のノック式ボー
ルペンリフィルに比べ、インキ量がアッ
プしたロング芯を採用。
ペン先の近くを持つ方でも指にフィッ
トするロングラバーグリップ。

ゲルインキボールペン
ハイブリッド 90%

再生材
使用率

水性ゲルインキボールペン。筆跡は耐
水、耐光性（顔料インキ使用）。軽く、な
めらかな書き味で鮮やかな筆跡。
グリップ感を高めたステッチグリップつ
き。インキ残量が一目でわかるクリスタ
ルボディ。

ノック：再生POM

ギア・電気製品・自動車部品など

先金・軸・クリップ：再生PC

部品輸送用ケースなど

サインペン
世界中で愛用されている水性ペンのベストセ
ラー。なめらかなタッチのアクリル繊維ペン先。

※再生材使用率はエコマーク基準に基づいて算出
※データは2009年9月現在

87%

再生材
使用率

ポリチューブ入り
エフ水彩

キャップは片手でも開け閉めできるワンタッチ
キャップ。量の加減がしやすい細口＋ソフトチュー
ブ。キャップ、チューブに再生材を使用。えのぐは
色ののび、発色がよく混色も自由。チューブは落と
してもつぶれにくくなっています。

100%

再生材
使用率

軸・キャップ：再生PP

食品容器端材など

尾栓：再生PE

医療用容器など

再生PP

食品容器端材など

http://pentel.imagestore.jp/eco/WEB

詳しくは
エコロジー商品カタログを
ご覧下さい。

ケース：再生AS

冷蔵庫トレー・
クリスパーなど

再生PP

食品容器端材など

チューブ：再生PE

袋・点眼用ボトルなど

キャップ：再生PP

部品輸送用ケースなど

キャップ：再生PC 

携帯電話など

尾栓：再生PE 

医療用容器など

軸：再生AS

冷蔵庫トレー・クリスパーなど
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ぺんてるのあゆみ

ペン＆テルでぺんてる
ぺんてるという社名は、画材専門メー
カーとして創業したことからつけられた
ものです。ペインティング（えのぐ・く
れよん・パスなどで絵を描くこと）と、パステル（固形描画材）のテ
ルを合わせてぺんてるです。また、筆記具の総称のペン（Pen）と、

「伝える・表現する」のテル（Tell）、さらにはテレコミュニケーショ
ン（Telecommunication＝遠距離通信）のテルの意味をも含む、ま
さにぺんてるの製品や事業内容を象徴する社名といえるのです。

http://www.pentel.co.jp/corporate/history.htmlWEB

「ぺんてる サインペン」 発売
1963年 （昭和38年）

「ザ・品質ビジョン」発表
2008年 （平成20年）

水性ボールペン
「ボールぺんてる」発売

1972年 （昭和47年）

「ぺんてる修正液」発売
世界初ペンタッチ式修正液

1983年 （昭和58年）

1962年 （昭和37年）

「ハイポリマー芯」発売
世界初の粘土芯に代わる合成樹脂を使用した芯

1960年 （昭和35年）

世界初のノック式シャープペンシル「ぺんてる鉛筆」発売

1971年 （昭和46年）

社名を
「ぺんてる株式会社」
とする

1967年 （昭和42年）

「ローリングマーカー」発売
世界初のカートリッジ式水性
樹脂チップボールペン

1968年 （昭和43年）

「ぺんてるメカニカ」発売
世界初の0.3mm極細芯を使用した
製図専門家用シャープペンシル

1980年 （昭和55年）

産業用ロボット「PUHA」を
開発・発売し、FA部門に参入

2005年 （平成17年）

コーポレートステートメント
「Spirit of Wonder」を発信

2000年 （平成12年）

国内初エコマーク付えのぐチューブ
「エフ水彩ポリチューブ入りえのぐ」発売

1991年 （平成3年）

人と地球にやさしい商品の開発開始
ぺんてるリサイクルマークの作成・表示

1989年 （平成元年）

ゲルインキボールペン「ハイブリッド」発売

1995年 （平成7年）

オゾン層破壊物質の全廃

1992年 （平成4年）

世界自然保護基金（WWF）に協賛開始

大日本文具株式会社を設立
「新しい日本を創るのに最も必要なものは教育である」との理念に基づき、
くれよん・えのぐなどの学用文具の製造販売

1946年 （昭和21年）

1975年 （昭和50年）

電子機器部門に本格的に進出

穂先に動物毛ではなく
ナイロンを使用した筆ペン

「ぺんてる筆」発売

デミング賞受賞
1976年 （昭和51年）

リサイコロジー商品群を全世界に向けて発信
2006年 （平成18年）

環境教育プログラム『ホッキョクグマが泣いている …』を
発刊・無料配布 

2004年 （平成16年）

新世代ステーショナリー
「エアペンストレージノート」発売
ノック式油性ペン

「ハンディ」発売
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〒103-8538

東京中央区日本橋小網町7-2

TEL 03-3667-3333（代表)

http://www.pentel.co.jp

お問い合わせ窓口 ： コーポレートレポート編集委員会 事務局
TEL 03-5695-7271

発行：2009年10月

地球温暖化で生息域を狭められているホッキョクグマた
ち。何を囁きあっているのでしょうか。ぺんてるは地球環
境の保全に貢献するメーカーでありたいと願っています。

北極はどこまでも静けさに包まれている。ポーラーベアたち
も声を出さずにコミュニケーションする。はっはっと互いに呼
吸を交わして共に感じ合う瞬間。

息を合わせる
  In the moment,together

撮影　リサ・ヴォート Lisa Vogt
写真集「White Gift ─ホワイトギフト」（木耳社）より
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